
　次回学習会は次のとおりです。4月号を持って

　日時　4月14日（金）１８：３0～

　場所　国労小会議室

大軍拡の実態を正しく伝える

許すな!  岸田大軍拡の２つの「絶対悪」

　お気軽にご参加ください。

（注）第2金曜日です。お間違えのないように。

戦争に日本が巻き込まれる状態を想定してすすめられている」ことです。

また、事実上「財政破綻」に陥っている日本が、軍拡に必要な巨額の財源確保

　今回は、特集②の「国民生活視点による岸田軍拡の断罪」（二宮厚美神戸大

ち『敵基地攻撃能力』を保有しようという」ことです。もう一は、軍拡が「日米間の

をする手段は難問です。特に大変なことは、「国民世論の大半を占めていた
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　討論では次のような疑問・意見がありました。「『軍事費を削って福祉にまわ

かな。」「最初の時はそうだったが、最近は違う論調になってきたか。曖昧だ。社

集団的自衛権の行使を前提にし・・アメリカが先制攻撃によって呼び起こす

名誉教授）の記事を読合せしました。「岸田政権による今回の『安保法制の歴

額の軍事費を使って、・・『プーチンによる先制攻撃』と同じような武力、すなわ

史的大転換』には、２つの『絶対悪』がふくまれている」と云います。一つは「巨

『大砲よりもバターを』の流れを、『バターよりも大砲を』に転換する方向に」岸田

政権はむけざるをえないこと、と指摘をします。

　このあとで次ページの「現代抑止力論―『反撃能力』と統合抑止」（村上公国

際問題研究者）も読合せし、「抑止力」論の内容も学習しました。

す』は『国民大運動』の政策だが、軍事費削減は立憲民主党も賛同しているの

民党は今もはっきり言っているが。」「県議選のなかで対話をしてみると、軍拡は

否定的だ。沖縄のミサイル基地のことなんかみんな知らない。話題になると

静岡県労働者学習協会のブログをご覧ください。　　　http://shizuoka-gakkou.sub.jp/www/



意気投合する。」「P63で、世論調査結果で『敵基地攻撃能力の保有』について

は、賛成が反対を大きく上回っているが、『防衛費４３兆円増大』は反対が多い

となっている。」「実態を正しく伝えることが大事になっている。」「トマホークの

射程が北京まで入っている。そんなことをやられたら、相手は軍拡してくる。」

「抑止の限界という言葉がある。」「この前、山添参議院議員の国会質問で、米

軍と一緒に戦争する場合に、『自衛隊の必要最小限度』にするとは何なんだと

聞いたら、『それは相手次第だ』と答えた。歯止めがないということだ。」「海外で

戦争するということは、相手をやっつけるまでやるということだ。軍事大国になら

ないとできないということだ。」など、なかなか勉強になる討論でした。


